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●ペットフードの安全を確認しませんか？ 

  今日、ペットは家族として、そしてパートナー 

として扱われるようになり、より人間に近い存在と 

 なってきています。 

  2007 年にアメリカでペットフードに含有していた 

 有害物質により、犬や猫が死亡する事故が相次ぎ、世界的に 

 ペットフードの安全性の確保への動きが高まりました。 

  わが国では 2009 年 6 月 1 日に『愛がん動物用飼料の安全性の確保に関する法律（ペットフード安全法）』

が施行され、愛がん動物用飼料の成分に関して規格が設定されることとなりました。規格に合わないペット

フードは、その製造・販売・輸入を禁止することとされ、製造者・販売者・輸入者は成分規格を遵守する必

要があります。 

自社製品の定期的な品質管理に当社の検査技術を是非ご利用下さい。 

日本環境株式会社

ペットフード成分規格検査 

日本環境は高度な技術とノウハウを駆使し、企業の環境パートナーを目指しています。 

ペットフード検査は 

残留農薬・アフラトキシン検査の 

経験が豊富な当社にお任せ下さい。 

●検査項目 

  

 
分類 検査項目 基準値（ppm） 価格 納期 

カビ毒 アフラトキシン B1 0.02 18,000 円 

5 営業日 

農薬 

クロルピリホスメチル 10 

45,000 円 

ピリミホスメチル 2 

マラチオン 10 

メタミドホス 0.2 

グリホサート 15 

添加物 

エトキシキン 150（合計量）

※犬用：エトキシ

キン 75ppm 以下

20,000 円 ジブチルヒドロキシトルエン（BHT）

ブチルヒドロキシアニソール（BHA）

 

 

カビ毒・農薬・添加物 9 項目検査セット価格 70,000 円/5 営業 で対応致します！ 

さらに！ 

 

http://www.n-kankyo.com/services/petfood.html
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 ●ペットフード成分規格 

  検査のお問い合わせ先：  

● 神奈川事業所 〒230-0051 神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央 3-12-31 TEL.045-501-8271  FAX.045-502-0437 

 東京事業所 〒134-0091 東京都江戸川区船堀 5-11-19 TEL.03-5676-8711  FAX.03-5676-8710 

 横浜事業所 〒236-0003 神奈川県横浜市金沢区幸浦 2-1-13 TEL.045-780-3851  FAX.045-780-3847 

 千 葉 支 店 〒272-0014 千葉県市川市田尻 3-4-1 TEL.047-370-2561  FAX.047-370-3050 

 埼 玉 支 店 〒336-0964 埼玉県さいたま市緑区東大門 2-2-14 TEL.048-812-6222  FAX.048-878-7563 

 大阪事業所 〒533-0013 大阪府大阪市東淀川区豊里 1-7-23 TEL.06-6990-7571  FAX.06-6990-7572 

日本環境は以下の食品検査についても最先端の技術を提供いたします。 

・食品中の残留農薬分析 

・カビ毒分析（アフラトキシン B1、B2、G1、G2） 

・特定原材料含有検査（アレルゲン検査） 

・重金属検査 

・輸入食品検査（命令検査・自主検査） 

●当社の分析の実績 

 登録検査機関として、日本環境では豊富な食品中の残留農薬検査及びかび毒検査の実績があります！ 

 

 

 

 

 

 

 

  

●ご依頼からご報告まで 

  

 

M-29 Ver.1.0

通常 5 営業 

対象食品 物質名 

いんげん クロルピリホスメチル 

オレンジ ピリミホスメチル 

マグロ マラチオン 

各種加工食品 メタミドホス 

香辛料、ナッツ類など アフラトキシン B1 

その他にも様々な食品に対する検査経験がございます！ 

※納期計算は試料受領後翌日起算となります。 

環境計量証明事業所 
www.n-kankyo.com 


